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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された１以上の画像データの各々について、その画像データの内容を示すサムネイ
ル画像を画面に表示する画像処理装置であって、
　前記画像データに対し施し得る複数種類の画像処理を前記画面に表示する画像処理表示
手段と、
　その画像処理表示手段により表示される複数種類の画像処理のうちから決定された画像
処理を記憶する画像処理記憶手段と、
　前記サムネイル画像を前記画面に表示するサムネイル画像表示手段と、
　そのサムネイル画像表示手段により前記画面に表示されたサムネイル画像に対する選択
指示を受け付ける選択受付手段とを備え、
　前記サムネイル画像表示手段は、前記選択受付手段により選択指示を受け付ける毎に、
その選択指示されたサムネイル画像に関し前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を
施す場合の処理結果を示すサムネイル画像を前記画面に表示することを特徴とする画像処
理装置。
【請求項２】
　前記画面を有すると共に、その画面に対する指示体の接触または接近を検出するタッチ
パネルを備え、
　前記選択受付手段は、前記画面に表示されたサムネイル画像に対する指示体の接触また
は接近が前記タッチパネルにより検出されることに基づいて、そのサムネイル画像に対す
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る選択指示を受け付けるものであることを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記選択受付手段により前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場合の処理
結果を示すサムネイル画像を表示した後、前記画像処理表示手段により表示される複数種
類の画像処理のうちから画像処理が決定された場合、その決定された画像処理を前記画像
処理記憶手段に新たに記憶するものであり、
　前記サムネイル画像表示手段は、前記画像処理記憶手段に画像処理を新たに記憶した後
、新たに選択指示されたサムネイル画像に関し前記画像処理記憶手段に新たに記憶された
画像処理を施す場合の処理結果を示すサムネイル画像を前記画面に表示することを特徴と
する請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記サムネイル画像表示手段により前記サムネイル画像が表示されているときユーザに
より所定の操作がされた後、前記画面における表示を、前記サムネイル画像表示手段によ
る表示から前記画像処理表示手段による表示へ切り替える確定後切替手段を備えることを
特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記画像処理表示手段により表示される複数種類の画像処理のうちから前記画像処理記
憶手段に記憶させる画像処理が決定された後、前記画面における表示を、前記画像処理表
示手段による表示から前記サムネイル画像表示手段による表示に切り替える画像処理決定
後切替手段を備えることを特徴とする請求項４記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像処理表示手段は、前記画面の一部を構成する所定の選択領域に前記複数種類の
画像処理を表示するものであり、
　前記サムネイル画像表示手段は、前記選択領域に前記サムネイル画像を表示するもので
あることを特徴とする請求項４または５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記選択領域をｍ行ｎ列に分割してなるｍ×ｎ個の分割領域と、その各分割領域に表示
する画像との関係を記憶する位置情報記憶手段を備え、
　前記画像処理表示手段は、前記複数種類の画像処理を、それぞれ個別の前記分割領域に
表示するものであり、
　前記サムネイル画像表示手段は、前記サムネイル画像を、それぞれ個別の前記分割領域
に表示するものであることを特徴とする請求項６記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記サムネイル画像表示手段は、前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場
合の処理結果を示すサムネイル画像で、前記選択指示されたサムネイル画像を置換すると
共に、前記選択指示されたサムネイル画像以外のサムネイル画像については、前記画面に
おける同一位置に継続して表示するものであることを特徴とする請求項１から７のいずれ
かに記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記選択受付手段により受け付けた選択指示が、前記画像処理記憶手段に記憶された画
像処理を施す場合の処理結果を示すサムネイル画像に対するものである場合、その画像処
理記憶手段に記憶された画像処理を取り消した場合の処理結果を示すサムネイル画像で、
前記選択指示されたサムネイル画像を置換する画像処理解除手段を備えることを特徴とす
る請求項８記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記サムネイル画像表示手段は、
　前記選択指示されたサムネイル画像に関し前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理
を施す場合の処理結果を示す画像処理後サムネイル画像と、そのサムネイル画像が選択指
示されたときの表示内容を示す画像処理前サムネイル画像とを前記画面に同時に表示する
比較表示手段を備えることを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の画像処理装置
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。
【請求項１１】
　前記比較表示手段により表示される画像処理後サムネイル画像と画像処理前サムネイル
画像とは、元となる画像データに対する縮小率が同一であることを特徴とする請求項１０
記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　ユーザにより前記画像処理後サムネイル画像が選択されたかを判断する選択判断手段と
、
　その選択判断手段により前記画像処理後サムネイル画像が選択されたと判断された場合
、前記選択受付手段により受け付けた選択指示の対象のサムネイル画像を、その画像処理
後サムネイル画像で置換する置換手段を備えることを特徴とする請求項１０または１１に
記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記画面を有すると共に、その画面に対する指示体の接触または接近を検出するタッチ
パネルを備え、
　前記選択判断手段は、前記比較表示手段により表示された画像処理後サムネイル画像に
対する指示体の接触または接近が前記検出手段により検出されたことを条件として、前記
画像処理後サムネイル画像が選択されたと判断するものであることを特徴とする請求項１
２記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　入力された１以上の画像データの各々について、その画像データの内容を示すサムネイ
ル画像を画面に表示する画像表示方法であって、
　前記画像データに対し施し得る複数種類の画像処理を前記画面に表示する画像処理表示
工程と、
　その画像処理表示工程により表示される複数種類の画像処理のうちから決定された画像
処理を記憶する画像処理記憶工程と、
　その画像処理記憶工程により記憶される画像処理が決定された後、前記サムネイル画像
を前記画面に表示するサムネイル画像表示工程と、
　そのサムネイル画像表示工程により前記画面に表示されたサムネイル画像に対する選択
指示を受け付ける選択受付工程と、
　その選択受付手段により選択指示を受け付ける毎に、その選択指示されたサムネイル画
像に関し前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場合の処理結果を示すサムネ
イル画像を前記画面に表示する画像処理後サムネイル画像表示工程とを備えることを特徴
とする画像表示方法。
【請求項１５】
　入力された１以上の画像データの各々について、その画像データの内容を示すサムネイ
ル画像を画面に表示する画像処理装置により実行される画像処理プログラムであって、
　前記画像処理装置により画像データに対し施し得る複数種類の画像処理を前記画面に表
示する画像処理表示ステップと、
　その画像処理表示ステップにより表示される複数種類の画像処理のうちから決定された
画像処理を記憶する画像処理記憶ステップと、
　前記サムネイル画像を前記画面に表示するサムネイル画像表示ステップと、
　そのサムネイル画像表示工程により前記画面に表示されたサムネイル画像に対する選択
指示を受け付ける選択受付ステップとを前記画像処理装置に実行させるものであり、
　前記サムネイル画像表示ステップは、前記選択受付ステップにより選択指示を受け付け
る毎に、その選択指示されたサムネイル画像に関し前記画像処理記憶ステップにより記憶
された画像処理を施す場合の処理結果を示すサムネイル画像を前記画面に表示することを
特徴とする画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は画像処理装置、画像処理方法および画像処理プログラムに関し、特に、決定し
た画像処理についてその処理結果を迅速に視認することができ、操作性が良い画像処理装
置、画像処理方法および画像処理プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電子カメラ等で撮影された画像データに、色調の補正や回転などの各種画像処理を施す
ことができる画像処理装置が知られている。このような画像処理装置では、縮小画像であ
るサムネイル画像を表示画面に並べて表示し、入力された画像データを一覧できるように
構成されている。さらに、画像処理対象の画像データがユーザによって選択された場合に
、サムネイル画像に対してその画像処理を施し、表示画面に表示する画像処理装置が提案
されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２０００－２１５３２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、各画像データに対しいずれの画像処理を実行するかは、試行錯誤しなが
ら決定されることが多く、上述した特許文献１を含む従来の技術では、ユーザの操作が煩
雑であるという問題点があった。
【０００４】
　例えば、ある画像について画像処理を実行し、その効果を画面で確認した結果、他の画
像についても同様の確認をしたいという場合がある。このような場合、上述した特許文献
１を含む従来の技術では、画像を選択する操作と、その画像に対し施す画像処理を選択す
る操作とを、画像の個数分繰り返さなければならず、確認したい画像の数が多いほど、操
作が煩雑となるのである。
【０００５】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであり、決定した画像処理につい
てその処理結果を迅速に視認することができ、操作性が良い画像処理装置、画像処理方法
および画像処理プログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために、請求項１記載の画像処理装置は、入力された１以上の画像
データの各々について、その画像データの内容を示すサムネイル画像を画面に表示するも
のであって、前記画像データに対し施し得る複数種類の画像処理を前記画面に表示する画
像処理表示手段と、その画像処理表示手段により表示される複数種類の画像処理のうちか
ら決定された画像処理を記憶する画像処理記憶手段と、前記サムネイル画像を前記画面に
表示するサムネイル画像表示手段と、そのサムネイル画像表示手段により前記画面に表示
されたサムネイル画像に対する選択指示を受け付ける選択受付手段とを備え、前記サムネ
イル画像表示手段は、前記選択受付手段により選択指示を受け付ける毎に、その選択指示
されたサムネイル画像に関し前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場合の処
理結果を示すサムネイル画像を前記画面に表示することを特徴とする。
【０００７】
　請求項２記載の画像処理装置は、請求項１記載の画像処理装置において、前記画面を有
すると共に、その画面に対する指示体の接触または接近を検出するタッチパネルを備え、
前記選択受付手段は、前記画面に表示されたサムネイル画像に対する指示体の接触または
接近が前記タッチパネルにより検出されることに基づいて、そのサムネイル画像に対する
選択指示を受け付けるものであることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３記載の画像処理装置は、請求項１または２に記載の画像処理装置において、前
記選択受付手段により前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場合の処理結果



(5) JP 4853399 B2 2012.1.11

10

20

30

40

50

を示すサムネイル画像を表示した後、前記画像処理表示手段により表示される複数種類の
画像処理のうちから画像処理が決定された場合、その決定された画像処理を前記画像処理
記憶手段に新たに記憶するものであり、前記サムネイル画像表示手段は、前記画像処理記
憶手段に画像処理を新たに記憶した後、新たに選択指示されたサムネイル画像に関し前記
画像処理記憶手段に新たに記憶された画像処理を施す場合の処理結果を示すサムネイル画
像を前記画面に表示することを特徴とする。
【０００９】
　請求項４記載の画像処理装置は、請求項１から３のいずれかに記載の画像処理装置にお
いて、前記サムネイル画像表示手段により前記サムネイル画像が表示されているときユー
ザにより所定の操作がされた後、前記画面における表示を、前記サムネイル画像表示手段
による表示から前記画像処理表示手段による表示へ切り替える確定後切替手段を備えるこ
とを特徴とする。
【００１０】
　請求項５記載の画像処理装置は、請求項４記載の画像処理装置において、前記画像処理
表示手段により表示される複数種類の画像処理のうちから前記画像処理記憶手段に記憶さ
せる画像処理が決定された後、前記画面における表示を、前記画像処理表示手段による表
示から前記サムネイル画像表示手段による表示に切り替える画像処理決定後切替手段を備
えることを特徴とする。
【００１１】
　請求項６記載の画像処理装置は、請求項４または５に記載の画像処理装置において、前
記画像処理表示手段は、前記画面の一部を構成する所定の選択領域に前記複数種類の画像
処理を表示するものであり、前記サムネイル画像表示手段は、前記選択領域に前記サムネ
イル画像を表示するものであることを特徴とする。
【００１２】
　請求項７記載の画像処理装置は、請求項６記載の画像処理装置において、前記選択領域
をｍ行ｎ列に分割してなるｍ×ｎ個の分割領域と、その各分割領域に表示する画像との関
係を記憶する位置情報記憶手段を備え、前記画像処理表示手段は、前記複数種類の画像処
理を、それぞれ個別の前記分割領域に表示するものであり、前記サムネイル画像表示手段
は、前記サムネイル画像を、それぞれ個別の前記分割領域に表示するものであることを特
徴とする。
【００１３】
　請求項８記載の画像処理装置は、請求項１から７のいずれかに記載の画像処理装置にお
いて、前記サムネイル画像表示手段は、前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施
す場合の処理結果を示すサムネイル画像で、前記選択指示されたサムネイル画像を置換す
ると共に、前記選択指示されたサムネイル画像以外のサムネイル画像については、前記画
面における同一位置に継続して表示するものであることを特徴とする。
【００１４】
　請求項９記載の画像処理装置は、請求項８記載の画像処理装置において、前記選択受付
手段により受け付けた選択指示が、前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場
合の処理結果を示すサムネイル画像に対するものである場合、その画像処理記憶手段に記
憶された画像処理を取り消した場合の処理結果を示すサムネイル画像で、前記選択指示さ
れたサムネイル画像を置換する画像処理解除手段を備えることを特徴とする。
【００１５】
　請求項１０記載の画像処理装置は、請求項１から７のいずれかに記載の画像処理装置に
おいて、前記サムネイル画像表示手段は、前記選択指示されたサムネイル画像に関し前記
画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場合の処理結果を示す画像処理後サムネイ
ル画像と、そのサムネイル画像が選択指示されたときの表示内容を示す画像処理前サムネ
イル画像とを前記画面に同時に表示する比較表示手段を備えることを特徴とする。
【００１６】
　請求項１１記載の画像処理装置は、請求項１０記載の画像処理装置において、前記比較
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表示手段により表示される画像処理後サムネイル画像と画像処理前サムネイル画像とは、
元となる画像データに対する縮小率が同一であることを特徴とする。
【００１７】
　請求項１２記載の画像処理装置は、請求項１０または１１に記載の画像処理装置におい
て、ユーザにより前記画像処理後サムネイル画像が選択されたかを判断する選択判断手段
と、その選択判断手段により前記画像処理後サムネイル画像が選択されたと判断された場
合、前記選択受付手段により受け付けた選択指示の対象のサムネイル画像を、その画像処
理後サムネイル画像で置換する置換手段を備えることを特徴とする。
【００１８】
　請求項１３記載の画像処理装置は、請求項１２記載の画像処理装置において、前記画面
を有すると共に、その画面に対する指示体の接触または接近を検出するタッチパネルを備
え、前記選択判断手段は、前記比較表示手段により表示された画像処理後サムネイル画像
に対する指示体の接触または接近が前記検出手段により検出されたことを条件として、前
記画像処理後サムネイル画像が選択されたと判断するものであることを特徴とする。
【００１９】
　請求項１４記載の画像処理方法は、入力された１以上の画像データの各々について、そ
の画像データの内容を示すサムネイル画像を画面に表示する方法であって、前記画像デー
タに対し施し得る複数種類の画像処理を前記画面に表示する画像処理表示工程と、その画
像処理表示工程により表示される複数種類の画像処理のうちから決定された画像処理を記
憶する画像処理記憶工程と、その画像処理記憶工程により記憶される画像処理が決定され
た後、前記サムネイル画像を前記画面に表示するサムネイル画像表示工程と、そのサムネ
イル画像表示工程により前記画面に表示されたサムネイル画像に対する選択指示を受け付
ける選択受付工程と、その選択受付手段により選択指示を受け付ける毎に、その選択指示
されたサムネイル画像に関し前記画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場合の処
理結果を示すサムネイル画像を前記画面に表示する画像処理後サムネイル画像表示工程と
を備えることを特徴とする。
【００２０】
　請求項１５記載の画像処理プログラムは、入力された１以上の画像データの各々につい
て、その画像データの内容を示すサムネイル画像を画面に表示する画像処理装置により実
行されるプログラムであって、前記画像処理装置により画像データに対し施し得る複数種
類の画像処理を前記画面に表示する画像処理表示ステップと、その画像処理表示ステップ
により表示される複数種類の画像処理のうちから決定された画像処理を記憶する画像処理
記憶ステップと、前記サムネイル画像を前記画面に表示するサムネイル画像表示ステップ
と、そのサムネイル画像表示工程により前記画面に表示されたサムネイル画像に対する選
択指示を受け付ける選択受付ステップとを前記画像処理装置に実行させるものであり、前
記サムネイル画像表示ステップは、前記選択受付ステップにより選択指示を受け付ける毎
に、その選択指示されたサムネイル画像に関し前記画像処理記憶ステップにより記憶され
た画像処理を施す場合の処理結果を示すサムネイル画像を前記画面に表示することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１記載の画像処理装置、請求項１４記載の画像処理方法、または請求項１５記載
の画像処理プログラムによれば、サムネイル画像に対する選択指示を受け付ける毎に、そ
の選択指示されたサムネイル画像に関し画像処理記憶手段に記憶された画像処理を施す場
合の処理結果が示されるので、ユーザは、任意のサムネイル画像を選択指示することで、
各サムネイル画像について画像処理を施す場合の処理結果を迅速に視認することができ、
操作性が良いという効果がある。
【００２２】
　請求項２記載の画像処理装置によれば、請求項１記載の画像処理装置の奏する効果に加
え、ユーザは任意のサムネイル画像に指示物を接触または接近させることで、各サムネイ
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ル画像について画像処理を施す場合の処理結果を迅速に視認することができ、操作性が良
いという効果がある。
【００２３】
　請求項３記載の画像処理装置によれば、請求項１または２に記載の画像処理装置の奏す
る効果に加え、複数種類の画像処理のうちから画像処理が決定されると、ユーザは、その
新たに決定された画像処理についてその処理結果を視認することができるので、簡単な操
作で、様々な種類の画像処理について、処理結果を視認することができるという効果があ
る。
【００２４】
　請求項４記載の画像処理装置によれば、請求項１から３のいずれかに記載の画像処理装
置の奏する効果に加え、限られた画面を有効に利用し、画像データに施し得る複数種類の
画像処理を可能な限り大きいサイズで表示することができるという効果がある。
【００２５】
　請求項５記載の画像処理装置によれば、請求項４記載の画像処理装置の奏する効果に加
え、画像処理記憶手段に記憶させる画像処理が決定された後は表示が切り替えられるので
、限られた画面を有効に利用し、各サムネイル画像を可能な限り大きいサイズで表示する
ことができるという効果がある。
【００２６】
　請求項６記載の画像処理装置によれば、請求項４または５に記載の画像処理装置の奏す
る効果に加え、画像処理とサムネイル画像とが同一の選択領域に表示されるので、ユーザ
は限られた選択領域に注目すれば良く、視認性が良いという効果がある。
【００２７】
　請求項７記載の画像処理装置によれば、請求項６記載の画像処理装置の奏する効果に加
え、複数種類の画像処理とサムネイル画像とが同じレイアウトで配置されるので、複数種
類の画像処理が画面に表示されている状態からサムネイル画像の表示へ切り替えられた場
合、或いはサムネイル画像が表示されている状態から複数種類の画像処理の表示へ切り替
えられた場合に、ユーザは常に同じ領域の変化に注目すれば良く、視認性が良いという効
果がある。また、常に同じ領域についての操作に注目すれば良く、操作性が良いという効
果がある。
【００２８】
　請求項８記載の画像処理装置によれば、請求項１から７のいずれかに記載の画像処理装
置の奏する効果に加え、選択指示されたサムネイル画像は、画像処理記憶手段に記憶され
た画像処理を施す場合の処理結果を示すサムネイル画像で置換されるので、ユーザは、画
像処理の処理結果を迅速に視認することができるという効果がある。また、選択指示され
たサムネイル画像以外のサムネイル画像については、画面における同一位置に継続して表
示されるので、ユーザは、画像処理の処理結果を示すサムネイル画像と、他のサムネイル
画像との関係を視認し、その画像処理が及ぼす影響を総合的に判断することができるとい
う効果がある。
【００２９】
　請求項９記載の画像処理装置によれば、請求項８記載の画像処理装置の奏する効果に加
え、あるサムネイル画像に関し画像処理の処理結果を視認した後であっても、ユーザは、
容易な操作で、その画像処理を取り消した場合の処理結果を示すサムネイル画像を視認す
ることができる。よって、そのサムネイル画像に対応する画像データについて、画像処理
を施すか否かを適切に判断することができるという効果がある。
【００３０】
　請求項１０記載の画像処理装置によれば、請求項１から７のいずれかに記載の画像処理
装置の奏する効果に加え、画像処理後サムネイル画像と画像処理前サムネイル画像とが同
時に表示されるので、ユーザは、そのサムネイル画像に対応する画像データについて、画
像処理を施すか否かを適切に判断することができるという効果がある。
【００３１】



(8) JP 4853399 B2 2012.1.11

10

20

30

40

50

　請求項１１記載の画像処理装置によれば、請求項１０記載の画像処理装置の奏する効果
に加え、画像処理後サムネイル画像と画像処理前サムネイル画像とは、元となる画像デー
タに対する縮小率が同一であるので、ユーザは、画像処理後サムネイル画像と画像処理前
サムネイル画像とを容易に比較することができるという効果がある。
【００３２】
　請求項１２記載の画像処理装置によれば、請求項１０または１１に記載の画像処理装置
の奏する効果に加え、ユーザにとって操作が直感的に把握しやすいという効果がある。
【００３３】
　請求項１３記載の画像処理装置によれば、請求項１２記載の画像処理装置の奏する効果
に加え、画像処理後サムネイル画像に指示体を接触または接近させるという、ユーザにと
って直感的に把握し易い操作で、画像処理後サムネイル画像を選択することができるとい
う効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の好ましい実施例について、添付図面を参照して説明する。図１は、本発
明における実施形態の複合機１の外観構成を示す斜視図である。図１に示すように、本複
合機１は、下部に設けられたプリンタ２と、上部に設けられたスキャナ３と、スキャナ３
の正面側に設けられた操作パネル４とを一体的に備えたＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔ
ｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）であり、コピー機能、ファクシミリ機能、パーソナルコ
ンピュータ（以下単に「ＰＣ」と称す）など外部のコンピュータ（図示せず）から受信し
たデータを記録用紙に記録（印刷）するプリンタ機能など複数の機能を実現するものであ
る。
【００３５】
　接続パネル７０には、その左端側にＵＳＢ端子７１が配設されている。ＵＳＢ端子７１
は、外部機器とＵＳＢ接続することにより該外部機器と本複合機１とを通信可能に接続す
るコネクタ端子である。また、接続パネル７０の右端側にはスロット部７２が配設されて
いる。スロット部７２はメモリカード（カード型メモリ）を装填可能な複数のカードスロ
ットが設けられている。カードスロットにメモリカードが装填され、該装填されたメモリ
カードから画像データが後述の制御部２０（図２参照）により読み出される。
【００３６】
　複合機１の正面側には、操作パネル４が設けられている。操作パネル４は、プリンタ２
やスキャナ３を操作するためのものであり、各種操作キー４０とタッチパネル４１とを具
備する。ユーザは、操作パネル４を用いて、所望の指令を入力することができる。複合機
１に所定の指令が入力されると、その入力された情報に基づいて該複合機１の動作が制御
部２０（図２参照）によって制御される。
【００３７】
　また、タッチパネル４１は、各種画像が表示される画面を有すると共に、その画面に対
する指やペンなどの指示体４２（図３参照）の接触を検出する。ユーザは、タッチパネル
４１上の表示に指示体４２を接触させる（タッチする）ことで所望の指令を入力すること
ができる。
【００３８】
　次に、図２を参照して、本実施形態の複合機１の電気的構成について説明する。図２は
、複合機１の電気的構成を示すブロック図である。複合機１は、ケーブルを介してＰＣな
どと接続可能なインターフェイス（以下「Ｉ／Ｆ」と称する）であるパラレルＩ／Ｆ２９
と、デジタルカメラなどと接続可能なＵＳＢ端子７１と、外部メディア（例えば、メモリ
カードやハードディスクなどの記録媒体）を着脱自在に装着可能なスロット部７２とを備
えている。このため、ＰＣ、デジタルカメラ、外部メディアから画像データを入力するこ
とができるようになっている。なお、ＰＣ、デジタルカメラ、外部メディアと複合機の接
続形態はこれに限らない。図示しないネットワークＩ／Ｆを介して接続するものでも良い
。
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【００３９】
　制御部２０は、プリンタ２、スキャナ３及び操作パネル４（図１参照）を含む複合機１
の動作を統括的に制御するものである。制御部２０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２１、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２２、
ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２３、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）２４
を主とするマイクロコンピュータとして構成されており、バス２５を介してＡＳＩＣ（Ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）２
６に接続されている。
【００４０】
　ＣＰＵ２１は、この複合機１を総括的に制御する中央演算処理装置である。ＲＯＭ２２
は、ＣＰＵ２１により実行される各種制御プログラムやそのプログラムを実行する際に用
いられる固定値などを記憶するものである。また、ＲＯＭ２２には、画像処理プログラム
の一例であるサムネイル画像表示プログラム２２１が格納されている。図５を参照して後
述するサムネイル画像表示処理は、サムネイル画像表示プログラム２２１に従って実行さ
れる。
【００４１】
　ＲＡＭ２３は、ＣＰＵ２１が上記プログラムを実行する際に用いる各種データを一時的
に記憶する記憶領域又は作業領域として使用される書き換え可能なメモリである。ＲＡＭ
２３には、複合機１の起動に伴って読み込みが指示されているプログラムのためのロード
エリアなどが設けられている。
【００４２】
　また、ＲＡＭ２３には、画像ファイル一時記憶エリア２３０と、画像処理記憶手段の一
例である画像処理種類記憶エリア２３１と、位置情報記憶手段の一例である位置情報記憶
エリア２３２と、選択中画像記憶エリア２３３と、確定済画像処理記憶エリア２３４とが
設けられている。
【００４３】
　画像ファイル一時記憶エリア２３０は、スロット部７２にメモリカード（図示せず）が
差し込まれた場合に、そのメモリカードから読み出された画像ファイルを記憶するエリア
である。本実施形態では、画像ファイル一時記憶エリア２３０に記憶される画像ファイル
は、例えば、ＪＰＥＧ方式の画像データであって、各画像ファイルには、画像ファイルを
縮小して表示するためのサムネイルデータが付加されているものとして説明する。
【００４４】
　図３（ａ）を参照し、各画像ファイルに付加されたサムネイルデータに基づいて、タッ
チパネル４１に表示されるサムネイル画像４１１について説明する。図３（ａ）は、サム
ネイル画像４１１が表示されたタッチパネル４１の表示態様の一例を示す図である。図３
（ａ）に示すように、各サムネイル画像４１１は、画像ファイル一時記憶エリア２３０に
読み込まれた各画像ファイルの内容を示す縮小化された見本画像であるため、タッチパネ
ル４１には多数のサムネイル画像４１１をマトリクス状に並べて配置することができる。
図３（ａ）には、合計１２個のサムネイル画像４１１を、４列３行のマトリクス状に配列
して表示した状態を示している。
【００４５】
　なお、本実施形態では、タッチパネル４１の表示領域を選択領域４１３とダイアログ領
域４１４とに分割し、選択領域４１３にサムネイル画像４１１を表示し、ダイアログ領域
４１４には、ユーザに対するメッセージと操作キー４１２とを表示する。ここでは、操作
キー４１２として、決定キー４１２１と取消キー４１２２とが表示されている。ユーザは
、これら操作キー４１２にタッチすることにより所望の入力を行うことができる。本実施
形態では、ダイアログ領域４１４に表示される画像であって、タッチすることにより特定
の指示を入力することができる、決定キー４１２１や取消キー４１２２のような画像を総
称して操作キー４１２と呼ぶこととする。
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【００４６】
　図２に戻り説明する。画像処理種類記憶エリア２３１は、複合機１が実行可能な画像処
理のうち、ユーザによって決定された画像処理を記憶するエリアである。ここで、複合機
１は、画像ファイル一時記憶エリア２３１に記憶された画像ファイルに対し複数種類の画
像処理を実行することが可能である。複合機１が実行可能な画像処理としては、例えば、
画像を右回転する「右回転」処理、画像を左回転する「左回転」処理、画像の色調をセピ
ア調に補正する「セピア」処理、各画像に順序を付与する「順序指定」処理、各画像に余
白を設けない「フチ無」処理、赤目になってしまった画像を補正する「赤目補正」処理、
画像をモノクロ化する「モノクロ」処理、画像に日付を付与する「日付指定」処理、各画
像に余白を設ける「フチ有」処理、画像の明るさを補正する「露出補正」処理などがある
ものとして説明する。
【００４７】
　図３（ｂ）を参照して、ユーザに画像処理を決定させるためにタッチパネル４１に表示
される画像処理キー４１５について説明する。図３（ｂ）は、画像処理キー４１５が表示
されたタッチパネル４１の表示態様の一例を示す図である。図３（ｂ）に示すように、タ
ッチパネル４１には、複合機１で実行可能な画像処理に１対１に対応した画像処理キー４
１５が、マトリクス状に配置して表示される。ユーザは、タッチパネル４１に表示された
画像処理キー４１５のうち、任意の画像処理キー４１５に、指などの指示物４２を接触さ
せる（すなわちタッチする）ことにより、画像処理キー４１５に対応した画像処理を選択
指示することができる。
【００４８】
　なお、タッチされた画像処理キー４１５は、図３（ｂ）に示す「セピア」の画像処理キ
ー４１５のように、点灯されることにより他の画像処理キー４１５と区別して表示される
ので、操作ミスにより誤った画像処理キー４１５にタッチした場合であっても、ユーザは
直ぐに気づくことができる。
【００４９】
　そして、１または複数の画像処理が選択された状態で、ユーザが、タッチパネル４１に
表示された操作キー４１２である決定キー４１２１にタッチすることにより、それまでに
選択された画像処理を決定すると、画像処理種類記憶エリア２３１に記憶される。
【００５０】
　図２に戻り説明する。位置情報記憶エリア２３２は、タッチパネル４１に表示される画
像と位置情報との対応関係を記憶するエリアである。
【００５１】
　図３（ｃ）、図３（ｄ）は、位置情報記憶エリア２３２の構成を模式的に示す図である
。なお、図３（ｃ）は、タッチパネル４１にサムネイル画像４１１が表示されているとき
の位置情報記憶エリア２３２の記憶内容を示し、図３（ｄ）は、タッチパネル４１に画像
処理キー４１５が表示されているときの位置情報記憶エリア２３２の記憶内容を示してい
る。
【００５２】
　図３（ｃ）、図３（ｄ）に示すように、位置情報記憶エリア２３２には、タッチパネル
４１の表示可能領域を、例えば６列３行にマトリクス状に分割してなる矩形領域の各々に
ついて、その矩形領域の位置を示す位置情報としての座標が記憶される。
【００５３】
　ここで、位置情報記憶エリア２３２に記憶される座標は、タッチパネル４１に向かって
右下を原点とし、横方向をｘ軸、縦方向をｙ軸として設定した座標系におけるｘ座標とｙ
座標とで表されるものとして説明する。図３（ｃ）においては、ｘ座標がｉ、ｙ座標がｊ
である座標を、ＸｉＹｊと表記している。タッチパネル４１は、例えば圧力から指示物４
２の接触を検知し、接触が検知された接触位置の座標を出力する。
【００５４】
　さらに、図３（ａ）に示すように、タッチパネル４１にサムネイル画像４１１が表示さ
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れているとき、図３（ｃ）に示すように、位置情報記憶エリア２３２には、各座標に表示
されるサムネイル画像４１１の画像ファイル名（Ｐ１、Ｐ２・・・）が各座標に対応付け
て記憶される。
【００５５】
　また、図３（ｂ）に示すように、タッチパネル４１に画像処理キー４１５が表示される
場合、図３（ｄ）に示すように、位置情報記憶エリア２３１には、上述した画像ファイル
名に替えて、各座標に表示される画像処理キー４１５に対応する画像処理名が各座標に対
応付けて記憶されている。
【００５６】
　よって、タッチパネル４１により出力される接触位置の座標に基づいて、位置情報記憶
エリア２３１を参照することにより、ユーザが選択指示したサムネイル画像４１１または
画像処理を特定することができる。
【００５７】
　例えば、図３（ｄ）に示すように、位置情報記憶エリア２３１において、座標Ｘ３Ｙ２
には画像処理名として「右回転」が対応付けられているので、ユーザが、座標Ｘ３Ｙ２に
表示される「右回転」の画像処理キー４１５にタッチした場合は、その座標に基づいて、
ユーザによる「右回転」の選択指示を判断することができる。
【００５８】
　図２に戻り説明する。選択中画像記憶エリア２３３は、タッチパネル４１に表示された
サムネイル画像４１１の各々について、そのサムネイル画像４１１がユーザによって選択
された選択中サムネイル画像であるか、あるいはユーザにより選択されていない非選択サ
ムネイル画像であるかを記憶するエリアである。なお、「選択中サムネイル画像」と「非
選択サムネイル画像」とについては、図５を参照して後述する。
【００５９】
　確定済画像処理記憶エリア２３４は、画像ファイル一時記憶エリア２３０に記憶された
各画像ファイルに対し実行することが確定された画像処理を示す情報（属性情報）を記憶
するエリアである。
【００６０】
　図４は、確定済画像処理記憶エリア２３４の構成を模式的に示す図である。ユーザによ
って、タッチパネル４１からある画像処理が決定され、その画像処理の処理対象の画像フ
ァイルが決定されると、その画像処理がその画像ファイルの属性情報として記憶される。
図４に示すように、例えば、画像ファイルＰ２には、属性情報として「セピア」処理と「
右回転」処理が対応付けられているので、画像ファイルＰ２に対しては、セピア処理と右
回転処理が実行される。
【００６１】
　図２に戻り、バス２５を介して制御部２０と接続されるＡＳＩＣ２６について説明する
。ＡＳＩＣ２６には、複合機１に所望の指令を入力する操作キー４０を制御するパネルゲ
ートアレイ（パネルＧＡ）２７が接続されている。パネルゲートアレイ２７は、操作キー
４０の押下（入力）を検出して、所定のコード信号を出力する。このキーコードは、複数
の操作キー４０に対応して割り当てられている。ＣＰＵ２１は、パネルゲートアレイ２７
から所定のキーコードを受信すると、所定のキー処理テーブルに従って、実行すべき制御
処理を行う。
【００６２】
　ＡＳＩＣ２６には、タッチパネル４１の画面表示を制御するタッチパネルコントローラ
２８が接続されている。タッチパネルコントローラ２８は、ＣＰＵ２１の指令に基づいて
、接続された外部装置やスロット部７２に挿入されたメモリカードから受け取ったデータ
に対応する画像を画面に表示させる。
【００６３】
　さらに、ＡＳＩＣ２６には、一般公衆回線３３に接続されファクシミリ機能を実現する
ためのＮＣＵ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）３１や、ＮＣＵ３１を介し
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てモデム３２が接続されている。
【００６４】
　次に、図５、図６を参照して、上記のように構成された複合機１において実行されるサ
ムネイル画像表示処理について説明する。図５は、複合機１により実行されるサムネイル
画像表示処理を示したフローチャートであり、図６は、タッチパネル４１における表示の
遷移を示した図である。図６を適宜参照しつつ、図５に示すフローチャートを説明する。
【００６５】
　なお、サムネイル画像表示処理は、ユーザによりスロット部７２にメモリカードが装着
され、メモリカードに記憶された画像ファイルが画像ファイル一時記憶エリア２３０（図
２参照）に読み込まれた場合に実行される処理である。また、サムネイル画像表示処理の
実行途中で、ユーザにより取消キー４１２４にタッチがされると、このサムネイル画像表
示処理は終了する。
【００６６】
　まず、タッチパネル４１の選択領域４１３に、画像処理キー４１５（図３（ｂ）参照）
をｍ個表示する（Ｓ２）。なお、ｍは２以上の既定の整数であるが、選択肢として表示す
べき画像処理の種類がｍ以上ある場合は、表示しきれない画像処理キー４１５を図示しな
いカーソルキーの操作に応じて表示可能に構成されていても良い。図６（ａ）は、画像処
理キー４１５が表示されたタッチパネル４１の一例を示す。この図６（ａ）に示す例では
、１２個の画像処理キー４１５が表示される例を示している。
【００６７】
　図５に戻り説明する。次に、画像処理キー４１５がタッチされたかを判断する（Ｓ４）
。具体的には、タッチパネル４１に対する指示物４２の接触が検出され、且つその接触位
置のｘ座標が０から３の範囲であるかが判断される。
【００６８】
　画像処理キー４１５にタッチがされると（Ｓ４：Ｙｅｓ）、そのタッチされた画像処理
キー４１５を点灯させる（Ｓ６）。次に、座標（４，０）に表示された決定キー４１２１
がタッチされたかを判断する（Ｓ８）。決定キー４１２１がタッチされない場合（Ｓ８：
Ｎｏ）、Ｓ４に戻り処理を繰り返す。そして、新たに画像処理キー４１５がタッチされる
と（Ｓ４：Ｙｅｓ）、その画像処理キー４１５を点灯する処理を繰り返す。なお、画像処
理キー４１５がタッチされない場合（Ｓ４：Ｎｏ）、Ｓ６の処理をスキップし、Ｓ８の処
理へ進む。
【００６９】
　このようにして処理を繰り返すうちに、ユーザが所望の画像処理を全て選択し終わるこ
とにより、１以上の画像処理キー４１５が点灯された状態で、ユーザにより決定キー４１
２１がタッチされると（Ｓ８：Ｙｅｓ）、点灯中の画像処理キー４１５に対応する画像処
理、すなわちユーザによって決定された画像処理を、画像処理種類記憶エリア２３３に記
憶する（Ｓ１０）。
【００７０】
　図６（ｂ）は、ユーザにより決定キー４１２１がタッチされたときのタッチパネル４１
の表示態様の一例を示している。図６（ｂ）に示すように、ユーザは、例えば、「セピア
」処理など任意の画像処理を選択し、その後、決定キー４１２１をタッチすることにより
、複合機１が実行可能な複数種類の画像処理のうちいずれかを決定する。
【００７１】
　図５に戻り説明する。次に、タッチパネル４１の選択領域４１３における表示を切り替
え、タッチパネル４１における表示を、ｍ個の画像処理キー４１５の表示から、ｍ個のサ
ムネイル画像４１１の表示に切り替える（Ｓ１２）。
【００７２】
　ここで、読み込まれた画像ファイルがｍ個未満である場合は、読み込まれた全ての画像
ファイルについてサムネイル画像４１１が表示される。また、ｍ個よりも多い数の画像フ
ァイルが読み込まれた場合は、表示しきれないサムネイル画像４１１を、例えば図示しな
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いカーソルキーの操作により順次タッチパネル４１に表示するように構成されていても良
い。
【００７３】
　図６（ｃ）は、Ｓ１２のステップを実行したときにおけるタッチパネル４１の表示態様
の一例を示している。図６（ｃ）に示すように、サムネイル画像４１１が表示されるとき
は、ダイアログ領域４１４には、先に決定した画像処理をユーザに確認させるために、例
えば「セピア」処理中などのメッセージが表示される。よって、ユーザは、先に決定した
画像処理が何であったかを視認しつつ、その画像処理による処理対象のサムネイル画像を
選択することができる。
【００７４】
　図５に戻り説明する。次に、タッチパネル４１に表示されたサムネイル画像４１１がタ
ッチされたか否かを判断する（Ｓ１４）。すなわち、サムネイル画像４１１がタッチされ
たことがタッチパネル４１により検出されることに基づいて、そのサムネイル画像４１１
に対する選択指示を受け付けるのである。
【００７５】
　ユーザによって、サムネイル画像４１１がタッチされたと判断されると（Ｓ１４：Ｙｅ
ｓ）、次に、各サムネイル画像４１１が選択中サムネイル画像であるか非選択サムネイル
画像であるかを記憶する選択中画像記憶エリア２３３を参照し、そのタッチされたサムネ
イル画像４１１が、ユーザによって既に選択された選択中サムネイル画像か否かを判断す
る（Ｓ１６）。
【００７６】
　最初、タッチパネル４１には選択中サムネイル画像が１つも表示されていないので、ま
ず、タッチされたサムネイル画像４１１が選択中サムネイル画像ではないと判断された場
合(Ｓ１６：Ｎｏ）について説明する。この場合、そのタッチされたサムネイル画像を点
灯し、そのサムネイル画像に関し画像処理種類記憶エリア２１３に記憶された画像処理を
施す場合の処理結果を示すサムネイル画像で置換する（Ｓ２２）。
【００７７】
　そして、タッチされたサムネイル画像が選択中サムネイル画像であることを、選択中画
像記憶エリア２３２に記憶し（Ｓ２６）、Ｓ２８の処理に移行する。なお、本明細書では
、ユーザによりタッチされ、画像処理種類記憶エリア２１３に記憶された画像処理を施す
場合の処理結果を示すサムネイル画像４１１を「選択中サムネイル画像」と称し、タッチ
パネル４１に表示されたサムネイル画像４１１のうち「選択中サムネイル画像」以外のサ
ムネイル画像を「非選択サムネイル画像」と称することとする。
【００７８】
　図６（ｄ）は、ユーザによってタッチされたサムネイル画像が、Ｓ２２の処理により、
画像処理結果を示すサムネイル画像に置換して表示された状態の一例を示す図である。図
６（ｄ）に示すように、サムネイル画像４１１に選択指示がされた場合、その選択指示さ
れたサムネイル画像４１１は、先に決定された画像処理（ここでは「セピア」処理）を施
す場合の処理結果を示すサムネイル画像４１１により置換される。このようにすればユー
ザは、サムネイル画像４１１にタッチするだけで、他の操作を要さずに直ぐに画像処理結
果を視認することができる。また、ユーザによりタッチされたサムネイル画像以外のサム
ネイル画像については、画面における同一位置に継続して表示されるので、ユーザは、画
像処理の処理結果を示すサムネイル画像と、他のサムネイル画像との関係を視認し、その
画像処理が及ぼす影響を総合的に判断することができる。
【００７９】
　なお、本実施形態では、画像ファイルに付加されているサムネイルデータに対し、画像
処理種類記憶エリア２１３に記憶された画像処理を実行し、それにより得られたサムネイ
ルデータに基づいて、処理結果を示すサムネイル画像（例えば、セピア処理されたサムネ
イル画像）を表示するものとして説明する。しかし、これに替えて、サムネイル画像４１
１の元データである画像ファイルに対して、画像処理種類記憶エリア２１３に記憶された
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画像処理を実行し、得られた画像ファイルからサムネイルデータを作成し、そのサムネイ
ルデータに基づいて、画像処理を施した場合の処理結果を示すサムネイル画像を表示する
ように構成しても良い。
【００８０】
　図５に戻り説明する。次に、座標（４，０）の決定キー４１２１にタッチがされたか否
か判断する（Ｓ２８）。決定キー４１２１にタッチされない場合（Ｓ２８：Ｎｏ）、Ｓ１
４に戻り処理を繰り返す。そして、新たにサムネイル画像４１１がタッチされる毎に（Ｓ
１４：Ｙｅｓ）、そのサムネイル画像４１１が選択中サムネイル画像ではないことを条件
として（Ｓ１６：Ｎｏ）、そのタッチされたサムネイル画像を、そのサムネイル画像に関
し画像処理種類記憶エリア２１３に記憶された画像処理を施す場合の処理結果を示すサム
ネイル画像で置換する（Ｓ２２）。
【００８１】
　したがって、ユーザは、任意のサムネイル画像４１１にタッチするという簡単な操作で
、そのタッチしたサムネイル画像４１１に関し先に決定した画像処理を施す場合の処理結
果を迅速に視認することができる。また、ユーザによってサムネイル画像４１１がタッチ
される毎にそのサムネイル画像４１１が画像処理結果を示すサムネイル画像４１１に置換
されるので、多数のサムネイル画像４１１について、画像処理結果を視認したい場合であ
っても、操作回数は少なく、操作性が良い。
【００８２】
　次に、ユーザによってタッチされたサムネイル画像が選択中サムネイル画像であると判
断された場合（Ｓ１６：Ｙｅｓ）について説明する。上述したように、選択中サムネイル
画像は、既に、画像処理記憶種類記憶エリア２３３に記憶された画像処理の処理結果を示
す状態で表示されている。よって、このような選択中サムネイル画像がタッチされた場合
は、画像処理種類記憶エリア２３１に記憶された画像処理、すなわち直近に決定された画
像処理を取り消した場合の処理結果を示すサムネイル画像４１１で、タッチされたサムネ
イル画像を置換する（Ｓ１８）。そして、ユーザによりタッチされたサムネイル画像を、
非選択サムネイル画像として選択中画像記憶エリア２３２に記憶する（Ｓ２０）。
【００８３】
　図６（ｅ）は、セピア処理の処理結果を示す１つの選択中サムネイル画像がユーザによ
ってタッチされることにより、そのタッチされたサムネイル画像がセピア処理を取り消し
た場合の処理結果を示すサムネイル画像４１１に置換された状態の一例を示す図である。
図６（ｅ）に示すように、選択中サムネイル画像をタッチするという簡単な操作で、画像
処理種類記憶エリア２３１に記憶された画像処理を取り消した場合の処理結果をユーザに
示すことができるので、そのサムネイル画像に対応する画像データについて、画像処理を
施すか否かを適切に判断することができる。
【００８４】
　図５に戻り説明する。次に、座標（４，０）に表示される決定キー４１２１がタッチさ
れたかを判断し、決定キー４１２１がタッチされない場合（Ｓ２８：Ｎｏ）、Ｓ１４に戻
り処理を繰り返す。
【００８５】
　そして、処理を繰り返すうちに、座標（４，０）に表示される決定キー４１２１がタッ
チされたと判断されると（Ｓ２８：Ｙｅｓ）、画像処理種類記憶エリア２３３に記憶され
た画像処理を、選択中サムネイル画像に対応した画像ファイルに対する属性情報として、
確定済画像処理記憶エリア２３４（図４参照）に記憶する（Ｓ３０）。この属性情報に従
い、各画像ファイルについて、ユーザにより決定された画像処理が実行されることとなる
。
【００８６】
　次に、引き続きの処理があるかを問うメッセージを、ダイアログ領域４１４に表示する
（Ｓ３２）。なお、Ｓ２８の処理において判断される、ユーザが決定キー４１２１を選択
指示する操作が、特許請求の範囲に記載の「所定の操作」の一例に相当する。
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【００８７】
　図６（ｆ）は、Ｓ３２の処理によりダイアログ領域４１４にメッセージが表示された状
態の一例を示す図である。図６（ｆ）に示すように、ダイアログ領域４１４には、メッセ
ージと共に、そのメッセージに対しユーザの回答を入力することができるように、操作キ
ー４１２として、「しない」を入力するためのキーと、「する」を入力するためのキーと
が表示される。
【００８８】
　図５に戻り説明する。操作キー４１２のうち、「しない」の操作キー４１２にタッチさ
れた場合（Ｓ３４：Ｙｅｓ）、そのまま処理を終了する。
【００８９】
　一方、操作キー４１２のうち、「しない」の操作キー４１２にタッチされない場合（Ｓ
３４：Ｎｏ）、画像処理種類記憶エリア２３１をクリアし（Ｓ３６）、全てのサムネイル
画像を非選択サムネイル画像であるものとして選択中画像記憶エリア２３３に記憶する（
Ｓ３８）。そして、Ｓ２の処理に戻り、タッチパネル４１の選択領域４１３における表示
を、サムネイル画像４１１から画像処理キー４１５に切り替え（Ｓ２）、処理を繰り返す
。
【００９０】
　このようにすれば、ユーザは、新たに画像処理を決定し、その新たに決定した画像処理
が、画像処理種類記憶エリア２３１（図２参照）に記憶される。すなわち、画像処理種類
記憶エリア２３１には、常に直近に決定された画像処理のみが記憶されることとなる。そ
して、新たに決定された画像処理についても同様の操作を繰り返すことにより、任意のサ
ムネイル画像４１１についてその処理結果を確認することができるので、簡単な操作で、
様々な種類の画像処理について、処理結果を視認することができる。
【００９１】
　なお、新たに画像処理が選択され、決定されると、次にサムネイル画像４１１がタッチ
パネル４１に表示されるが（Ｓ１４）、このとき、確定済画像処理記憶エリア２３４に確
定された画像処理が属性情報として記憶されている画像ファイルのサムネイル画像４１１
については、その属性情報に従い、決定済みの画像処理の処理結果を示すサムネイル画像
４１１を表示する。このようにすれば、ユーザは、既に決定済みの画像処理の処理結果を
サムネイル画像４１１により視認しつつ、さらに他の画像処理を追加するか否かを検討す
ることができる。
【００９２】
　また図７は、Ｓ４からＳ１０の処理において、２以上の画像処理が決定された場合にお
けるタッチパネル４１の表示形態の一例を示す図である。図７（ａ）に示すように、「左
回転」処理と「セピア」処理を選択した状態で決定キー４１２１にタッチされた場合、図
７（ｂ）に示すように、タッチされたサムネイル画像４１１に対し、「左回転」処理と「
セピア」処理とが同時に施される。このように、複数の画像処理を選択して決定した場合
であっても、ユーザは、画像処理結果を迅速に視認することができる。
【００９３】
　また、本実施形態によれば、図７（ａ）に示すように、まず、画像処理キー４１５が表
示されるが、ユーザにより画像処理が選択され、決定キー４１２１がタッチされると、そ
の画像処理キー４１５が消去されて、図７（ｂ）に示すように、サムネイル画像４１１が
表示されるので、タッチパネル４１の限られた画面を有効に活用し、サムネイル画像４１
１および各画像処理キー４１５をユーザにとって見易いように大きく表示することができ
る。また、画像処理キー４１５とサムネイル画像４１１は、共に選択領域４１３に表示さ
れるので、ユーザは選択領域４１３のみに注目していれば良く、視認性が良い。
【００９４】
　また、本実施形態によれば、画像処理キー４１５は、タッチパネル４１の選択領域４１
３を、３行４列に表示され、サムネイル画像４１１も同様に、３行４列に表示される。す
なわち、画像処理キー４１５とサムネイル画像４１１とは同じレイアウトで配置されるの
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で、画像処理キー４１５が表示されている状態から、サムネイル画像４１１の表示へ切り
替えられた場合、或いはサムネイル画像４１１が表示されている状態から画像処理キー４
１５の表示へ切り替えられた場合であっても、ユーザは常に同じ領域の変化に注目すれば
良く、視認性が良い。また、常に同じ領域についての操作に注目すればよく、操作性が良
い。したがって、表示画像の切り替えに拘わらず、違和感を感じることなく操作を継続す
ることができる。
【００９５】
　次に、図７（ｃ）および図８を参照して、第２実施形態の複合機１による制御について
説明する。この第２実施形態の複合機１では、タッチされたサムネイル画像について、画
像処理前サムネイル画像と画像処理後サムネイル画像とが並べて表示される。なお、この
第２実施形態において、上記した第１実施形態と同一の部分には同一の符号を付して、そ
の説明を省略する。
【００９６】
　図８は、第２実施形態の複合機１において実行されるサムネイル画像表示処理の一部を
示すフローチャートであり、図５に示すフローチャートにおけるＳ１４の処理からＳ２８
の処理に代えて実行されるＳ１４０からＳ２８０の処理を抜粋して示すフローチャートで
ある。
【００９７】
　この図８に示すフローチャートは、図５を参照して説明したように、ユーザによって画
像処理が選択されて決定された後、タッチパネル４１の選択領域４１３にサムネイル画像
４１１が表示された後の処理を示している。
【００９８】
　まず、サムネイル画像４１１がタッチされたか否かを判断する（Ｓ１４０）。サムネイ
ル画像がタッチされた場合（Ｓ１４０：Ｙｅｓ）、そのタッチされたサムネイル画像４１
１が選択中サムネイル画像か否かを判断する（Ｓ１５０）。タッチされたサムネイル画像
４１１は、選択中サムネイル画像である場合（Ｓ１５０：Ｙｅｓ）、Ｓ１４０に戻り処理
を繰り返す。
【００９９】
　一方、タッチされたサムネイル画像４１１が選択中サムネイル画像ではない場合（Ｓ１
５０：Ｎｏ）、タッチされたサムネイル画像４１１を点灯し（Ｓ１６０）、そのサムネイ
ル画像４１１に関し画像処理種類記憶エリア２３１に記憶された画像処理を施す場合の処
理結果を示す画像処理後サムネイル画像４１６（図７（ｃ）参照）を、ダイアログ領域４
１４内に位置する座標（４，０）に表示する（Ｓ１７０）。
【０１００】
　そして、そのサムネイル画像４１１がタッチされたときの表示内容を示す画像処理前サ
ムネイル画像４１７を、タッチパネル４１の座標（５，０）に表示する（Ｓ１８０）。
【０１０１】
　図７（ｃ）は、第２実施形態の複合機１におけるタッチパネル４１の表示態様の一例を
示す図である。図７（ｃ）に示すように、１つのサムネイル画像４１１にタッチがされる
と、ダイアログ領域４１４には、そのサムネイル画像４１１について、画像処理後サムネ
イル画像４１６と画像処理前サムネイル画像４１７に表示される。図７（ｃ）に示すよう
に、画像処理後サムネイル画像４１６と画像処理前サムネイル画像４１７とは同一サイズ
を有し、ダイアログ領域４１４において並べて表示される。このようにすれば、２つのサ
ムネイル画像の比較がし易く、ユーザは、２つのサムネイル画像を見比べ、画像処理をす
るか否かを適切に決定することができる。また、後述するように、これら画像処理後サム
ネイル画像４１６と画像処理前サムネイル画像４１７とは、操作キー４１２としても機能
する。
【０１０２】
　図８に戻り説明する。次に、画像処理前サムネイル画像４１７がタッチされたか否かを
判断する（Ｓ１９０）。画像処理前サムネイル画像４１７がタッチされた場合（Ｓ１９０
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：Ｙｅｓ）、ダイアログ領域４１４に表示された画像処理後サムネイル画像４１６と画像
処理前サムネイル画像４１７とを消去し、代わりに、画像処理を決定するか否かを問うメ
ッセージと、決定キー４１２１および取消キー４１２２などの操作キー４１２を表示する
（Ｓ２００）。そして、ユーザにより、座標（４，０）に表示された決定キー４１２１に
タッチがされたか否かを判断する（Ｓ２８０）。Ｓ２８０の判断が肯定されると（Ｓ２８
０：Ｙｅｓ）、図５を参照して説明したＳ３０の処理に移行する。また、Ｓ２８０の判断
が否定されると（Ｓ２８０：Ｎｏ）、Ｓ１４０の処理に戻る。
【０１０３】
　一方、ダイアログ領域４１４に表示された画像処理前サムネイル画像４１７がタッチさ
れない場合（Ｓ１９０：Ｎｏ）、次に、ダイアログ領域４１４に表示された画像処理後サ
ムネイル画像４１６がタッチされたか否かを判断する（Ｓ２１０）。画像処理後サムネイ
ル画像４１６がタッチされたと判断された場合（Ｓ２１０：Ｙｅｓ）、選択領域４１３に
おいてタッチされたサムネイル画像４１１を、画像処理後サムネイル画像４１７で置換し
て表示する（Ｓ２２０）。そして、その置換表示が行われたサムネイル画像４１１を、選
択中サムネイル画像として、選択中画像記憶エリア２３３に記憶し（Ｓ２３０）、Ｓ２０
０の処理に移行する。
【０１０４】
　一方、ダイアログ領域４１４に表示された画像処理前サムネイル画像４１７がタッチさ
れず（Ｓ１９０：Ｎｏ）、画像処理後サムネイル画像４１６もタッチされない場合（Ｓ２
１０：Ｎｏ）、Ｓ２００の処理に移行する。
【０１０５】
　第２実施形態の複合機１によれば、画像処理後サムネイル画像４１６と画像処理前サム
ネイル画像４１７とが同時に表示されるので、ユーザは、そのサムネイル画像に対応する
画像データについて、画像処理を施すか否かを適切に判断することができる。
【０１０６】
　以上、実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施形態に何ら限定さ
れるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能であること
は容易に推察できるものである。
【０１０７】
　例えば、本実施形態では、複合機１に設けられたタッチパネル４１は指示物の接触を検
出するものとして説明したが、例えば、指示物の接近を検出することができるタッチパネ
ルが設けられている場合においても、本発明は適用可能である。
【０１０８】
　また、上述した実施形態では、メモリカードに記憶された画像ファイルが画像ファイル
一時記憶エリア２３０（図２参照）に読み込まれ、その画像ファイルのサムネイル画像４
１１がタッチパネル４１に表示される場合に本発明が適用されるものとして説明したが、
本発明はこれに限られるものではない。例えば、スキャナ３により読み取った画像データ
やＰＣから受信した画像データなどからサムネイルデータを作成し、そのサムネイル画像
をタッチパネル４１に表示する場合、外部装置から受信した画像ファイルのサムネイル画
像をタッチパネル４１に表示する場合においても、本発明が好適に適用される。
【０１０９】
　また、上述した第１実施形態では、タッチされたサムネイル画像４１１が選択中サムネ
イル画像である場合、すなわち、既に先に選択した画像処理結果を示すものである場合（
Ｓ１６：Ｙｅｓ）、そのタッチされたサムネイル画像４１１を、先に選択された画像処理
を取り消した場合の処理結果を示すサムネイル画像４１１で置換して表示する（Ｓ１８）
ものとして説明した。しかしながら、これに代えて、例えば、現在表示されているサムネ
イル画像４１１が、既に回転処理された状態を示すものであったとしても、ユーザによっ
て再度タッチされた場合に、さらに回転処理をした場合の処理結果を示すサムネイル画像
で置換表示するように構成しても良い。
【０１１０】



(18) JP 4853399 B2 2012.1.11

10

20

30

40

　また、上述した第１実施形態のサムネイル画像表示処理では、タッチされたサムネイル
画像が選択中サムネイル画像であった場合（Ｓ１６：Ｙｅｓ）、そのタッチされたサムネ
イル画像は、直近に決定された画像処理のみを取り消したサムネイル画像で置換していた
（Ｓ１８）。これに代えて、そのサムネイル画像によって示される全ての画像処理を取り
消した処理結果を示すサムネイル画像を置換表示するように構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１１１】
【図１】実施形態の複合機の外観構成を示す斜視図である。
【図２】複合機の電気的構成を示すブロック図である。
【図３】（ａ）は、サムネイル画像が表示されたタッチパネルの表示態様の一例を示す図
であり、（ｂ）は、画像処理キーが表示されたタッチパネルの表示態様の一例を示す図で
あり、（ｃ）及び（ｄ）は、位置情報記憶エリアの構成を模式的に示す図である。
【図４】確定済画像処理記憶エリアの構成を模式的に示す図である。
【図５】複合機により実行されるサムネイル画像表示処理を示したフローチャートである
。
【図６】タッチパネルにおける表示の遷移を示した図である。
【図７】（ａ）、（ｂ）は、２以上の画像処理が決定された場合におけるタッチパネルの
表示形態の一例を示す図であり、（ｃ）は、第２実施形態の複合機におけるタッチパネル
の表示態様の一例を示す図である。
【図８】第２実施形態の複合機において実行されるサムネイル画像表示処理の一部を示す
フローチャートであり、図５に示すフローチャートにおけるＳ１４の処理からＳ２８の処
理に代えて実行されるＳ１４０からＳ２８０の処理を抜粋して示すフローチャートである
。
【符号の説明】
【０１１２】
１　　　　　　　　　画像処理装置（複合機）
２２１　　　　　　　サムネイル画像表示プログラム（画像処理プログラム）
２３１　　　　　　　画像処理種類記憶エリア（画像処理記憶手段）
２３２　　　　　　　位置情報記憶エリア（位置情報記憶手段）
４１　　　　　　　　タッチパネル（画面）
４１１　　　　　　　サムネイル画像
４１６　　　　　　　画像処理前サムネイル画像
４１７　　　　　　　画像処理後サムネイル画像
４１３　　　　　　　選択領域
Ｓ２　　　　　　　　画像処理表示手段、画像処理表示工程、画像処理表示ステップ
Ｓ２　　　　　　　　確定後切替手段
Ｓ１０　　　　　　　画像処理記憶工程、画像処理記憶ステップ
Ｓ１２　　　　　　　画像処理決定後切替手段
Ｓ１２，Ｓ２２　　　サムネイル画像表示手段
Ｓ２２　　　　　　　画像処理後サムネイル画像表示工程
Ｓ１４　　　　　　　選択受付手段、選択受付工程
Ｓ１８　　　　　　　画像処理解除手段
Ｓ１７０，Ｓ１８０　比較表示手段
Ｓ１７０　　　　　　画像処理後サムネイル画像表示工程
Ｓ２１０　　　　　　選択判断手段
Ｓ２２０　　　　　　置換手段
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